
（別紙３）

～ 2026年　２月　7日

（対象者数） 2人 （回答者数） 2人

～ 2026年1月31日

（対象者数） 11人 （回答者数） 11人

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

専門職を中心に、さらに活動内容の充実を図る。

2

新しい体操を取り入れて行く。

3

スタッフ全体で原案を考え、活動内容に生かしていく。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

リフォームを行い、明るいトイレにしたい。

2

遊びの工夫をする。

屋外活動（公園）などを積極的に取り入れる。

3

今後計画を立てて、実施予定である。

○事業所名 多機能型放課後等デイサービス　子供の家（児童発達支援）

○保護者評価実施期間
2026年　１月16日

○保護者評価有効回答数

2026年1月16日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2026年　２月　13日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

家族が参加できるイベントが少ない。 感染症の流行や、災害により、場所や日程の調整が困難であっ

た。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

トイレが狭く、暗く、怖がる児童がいる。 トイレ内を清潔に保ち、明るい雰囲気を作っている。

屋外で遊ぶスペースがない。 屋外が駐車場になっている。

砂利がある。

児童のニーズに合わせえた支援を実施している。 季節の行事やイベントも積極的に取り入れている。

リハビリの専門職がリハビリ体操を取り入れている。 個別にリハビリ体操を実施し、苦手な体操には丁寧に指導し、

スムーズに動ける身体を作る。

定期的に計画の見直しを実施している。 その日の反省をしっかりを行い、今後の活動に生かしていく。

事業所における自己評価総括表公表


